
、、巴町、
守
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(注
2
、
)
紙
術
協
忍
著
「
楚
僻
鮫
論
」
第
三
第
第
九
章
引

0

・

(
柱
a

l

)

鄭
奈
子
著
「
中
鈎
文
準
流
務
史
」
上
器
、
第
二
章
第
二
節
、
二
、

E
、
参
照
。

(
詮

4

J
児
島
博
士
一
支
那
文
撃
史
総
」
第
三
篇
第
八
章
参
照
。

(
詑
F
O
J
同
前
、
第
九
章
引
。

菱

燐

停

説

臆

断

渡

透

末

五日

大
雅
生
氏
の
首
章
に
日
く
、

阪
初
生
ν
氏
、
時
維
美
娘
。
生
ν
民
如
何
、
克
一
極
克
施
、
以
弗
〆
-
無
ν
子
。
問
機
一
一
帝
武
敏
づ
致
依
ν
介
依
ぺ
止
、
故
震
裁
夙
、
栽
生
裁
十
一
円
、

時
維
后
稜
。

と
u

是
れ
誌
側
商
代
依

b
て
知

b
得
る
最
古
の
体
設
な
台
。
崎
山
崎
向
精
…
的
昨
日
誌
皆
川
村
れ
れ
一
日
午
九
而
て
妥
加
の
后
擦
を
生
な
に

一主

b
し
経
緯
に
関
し
て
は
毛
詩
と
三
家
‘
そ
の
設
を
異
に
す
。
毛
停
を
検
す
る
に
尽
く
、

美
、
姓
也
。
后
桜
之
母
、
配
二
高
半
氏
常
一
一
お
。
去
ν-無
ν
子
、
求
ν
有
ν
子
。
古
者
必
立
ニ
郊
媒
一
走
。
玄
烏
五
之
日
、
以
二
大
平
づ
一
利
二

子
郊
…
時
天
子
一
線
朴
位
、
后
妃
率
一
一
九
妓
御
づ
乃
…
搾
ニ
天
子
所
一
レ
御
。
帯
以
一
一
弓
切
で
授
以
一
一
弓
矢
子
郊
牒
之
前
一
一
読
戸
一
桜
花
巧
、

…mMm
u均
一
執
媛
、
践
也
。
帝
、
南
半
日
比
之
帝
也
。
武
、
述
。
敏
、
疾
也
。
従
ニ
於
・
帝
一
花
見
二
子
天
4
ω

ア
十
字
努
敏
也
。
浪
、
饗
。
介
、
大



也
。
土
、
一
日
阿
美
庁
二

U
0
2
、
方
o
馬
氏
山
本
筆
活
終
日
、
瑞
一
一
氏
按
、
留
雄
、
娠
、
祭
、
動
也
。
郭
注
、
鮫
猫
震
也
。
設
文
、
娠
、
女
軒
、
身
動
也
。
春
秋

主

j

一部一部
j
ν
H
4
2
5
停
日
、
市
緒
方
振
。
今
左
停
作
レ
震
o
笈
邸
娠
之
聾
近
段
箭
o
載
設
、
邸
周
本
紀
所
レ
云
、
身
動
如
レ
苧
者
、
是
也
。

夙
、
卒
。
怒
鳴
閥
抗

h
r附
七
日
話
相
見
ド
諸
島
ト
k

育

、

言

。

と
。
印
ち
美
掠
は
帝
一
品
半
の
妃
に
し
て
、

玄
烏
.
平
一
る
の
日
、

郊
媒
に
子
を
一
航
る
。

絡
に
事
有
ら
ん
と
す
る
や
寮
敏
、

以
て

帝
一
向
J

手
に
従
ひ
、
そ
の
天
を
饗
す
る
之
と
大
に
し
て
一
脳
級
歪

b
、
途
に
后
桜
子
)
苧
生
し
た

b
と
ニ
一
一
日
ふ
な

b
o
此
れ
所
説
長

娠
有
夫
の
設
な
ム
ジ

O

然
る
に
許
恨
の
五
経
m
k
(

義
に
は
、

詩
獲
得
韓
、
春
秋
公
羊
、
設
ニ
翠
人
背
無
ν
父
戚
ν
天
更
生
品
川

と
一
一
一
一
ロ
ム
。
日
正
そ
以
て
推
す
に
三
家
は
所
郡
安
娘
一
娘
夫
の
設
を
怨
し
た
る
、
が
如
し
。
今
、
三
家
の
系
統
と
日
せ
ら
る
¥
諸
説

を
列
恕
す
る
に
、

i.
十
本
秋
繁
一
銃
三
代
改
制
質
文
約
一
去
、
后
稜
母
美
娘
、
履
ニ
天
之
跡
づ
市
生
ニ
后
稜
心

2.
史
認
三
代
世
表
、
核
少
孫
引
一
一
詩
侍
一
日
、
文
王
之
先
、
免
ニ
后
桜
寸
綾
亦
促
…
ν
父
市
生
。
后
殺
母
、
食
二
美
娘
心
出
見
ニ
大
人
跡
づ
市

震
二
段
之
づ
知
一
一
於
身
ブ
部
生
一
一
后
税
吉
夫
似
以
魚
二
位
…
ν
父
賎
寸
前
奔
ニ
之
道
中
三
s
羊
避
不
ν
践
也
。

3.
列
女
徳
一
一
去
、
棄
母
美
似
者
、
M
M
侯
之
女
也
。
常
二
発
之
時
ヴ
見
ニ
巨
人
遮
づ
好
雨
同
級
ν之
、
蹄
而
有
ν娠

J

浸
以
一
一
盆
大
寸
心
怪
慈

ν

之
t
M

ト
鐙
税
制
ル
、
以
求

ν促…
ν7丁
、
終
生
ν
子
。
以
念
ニ
不
祥
づ
市
棄
ニ
之
魅
巷
(
~
牛
羊
遊
間
不
ν践
。
:
・

4
2這
一
去
、
用
益
氏
。
麗
ヂ
履
一
一
大
人
跡
-
生
也
。
締
約
諮
J

一
一
白
計
瓜
U

5.
期
総
大
司
奨
鎖
性
一
去
、
美
鋭
履
一
一
大
人
跡
づ
威
一
一
一
利
震
一
一
郎
生
二
后
税
心
:

後
乃
得
一
一
毛
公
侍
一
段
古
室
内
義
又
首
然
、
記
注
己
行
、
不
}
一
復
改
一
v
之
。
葱
氏
九

総
古
義
日
、
伯
厚
別
問
掛
康
成
、
先
語
ニ
斡
詩
刊
故
佐
一
二
一
一
鰭
一
車
〈
一
一
詩
集
一
呉
。

次
の
如
き
あ

h
o

L-xazけ
小
知
雄
同
庁
己
o
六
笠
詩
孔
疏
引
1

鄭
志
芥
見
摸
云
、
枝
川
三

J
J

歩
主
U
j
ν
，
支
詑
註
一
時
、
就
一
一
麗
君
一
耳
、
先
師
亦
み
…
ι

此
紘
一
寸
皆
許
氏
の
所
詩
三
家
・
公
羊
の
無
夫
生
子
の
訟
の
残
存
せ
る
も
の
な
ら
ん
。

八
九



え

0 

右
二
設
は
他
舎
に
於
て
も
亦
之
れ
い
有
会

d

毛
設
と
同
じ
く
有
夫
生
子
の
設
を
免
す
も
の
に
大
戴
趨
帝
繋
篇
あ

b
o
日

夜
間
的
ハ
ト
ニ
共
四
妃
之
子
づ
皆
有
二
天
下
ハ
マ
上
妃
、
有
部
氏
之
女
、
日
一
一
安
鋭
づ
市
生
ニ
后
核
心
次
妃
、
有
妓
一
氏
之
女
、
日
一
一
箆
秋
雨
生
〆

初
一
人
。
次
妃
、
阪
鋒
氏
之
女
、
日
二
度
都
づ
生
二
帝
長
老
下
妃
、
販
品
一
一
一
之
女
日
一
一
合
儀
「
生
ν
数千。

と
。
世
本
・
家
誌
の
文
亦
然

b
o
司
馬
還
の
五
帝
本
紀
を
怨
る
や
、
依

b
て
之
れ
を
用
ふ
心
…
史
的
又
五
経
昆
(
義
に
一

t

左

氏

ZJEι 

f
し

.c

設
ニ
抑
一
一
一
人
皆
有
一
レ
父
。
」

M
M
と一一一一日ム
c

市
て
三
家
の
設
に
向
じ
き
」
も
の
に
、

初
一
凶
日
、
長
刻
版
二
大
人
連
づ
生
ニ
后
稜

4
m
m

中
一
祭
政
起
一
去
、
芳
朗
脱
税
生
成
遺
品

U

日
以
終
ペ

高
血
(
一
五
、
契
之
卵
生
、
制
収
之
迩
乳

c
m

等
あ

b
。
而
て
後
世
、

hW
引
は
毛
ぞ
一
本
じ
、

h誌
は
三
家
に
輿
し
、
諸
説
紛
た
・
9
0

然
る
に
此
一
院
に
又
、
有
夫
成
生
設
ル
パ
)
怨
し

て
以
て
折
中
を
一
計
る
も
の
あ

b
。

史
認
三
代
世
表
、
技
夫
子
間
一
一
統
先
生
一
日
、
詩
一
一
一
一
日
ド
契
・
后
税
、
皆
無
ν
父
一
出
生
上
。
今
按
二
諸
伴
詑
寸
成
一
一
一
一
グ
有
ν
父

支
帝
子
也
。
符
ν
保…ニ山川
(ν
一
一
吋
穆
一
一
千
。
旅
先
生
日
、
不
ν
然。詩一一一一
μ

契
牛
一
ご
子
卵
寸
后
殺
人
山
述
、
欲
〆
丸
一
二
共
右
一
一
天
命
結
誠
之

立
一
耳
。
鬼
神
不
ν
能
ニ
自
成
づ
須
〆
人
間
生
、
奈
何
無
v
父
市
生
乎
。
一
一
一
一
一
グ
有
ν
父
、
て
一
一
一
グ
銃
一
ν
父
、
伝
以
ν
持
一
村
山
、
疑
以
〆
停

徒
。
校
一
幅
一
一
一
一
一
一
日
之
や

;
i
i
:
;
;・

皮
鈎
端
の
続
車
通
論
に
、
上
文
を
引
き
、
立
つ
日
く
、

営
時
毛
詩
未
ν
出
、
所
前
詩
一
一
一
一
日
、
郎
三
家
詩
、
所
詔
伴
託
、
部
五
常
徳

@~rv
繋
姓
之
類
。

伊
ん
皆



?
と
。
然
ら
ば
、
有
父
・
無
父
の
訟
は
、
毛
と
三
家
と
の
針
立
以
前
に
あ
ら
。
隙
喬
縦
の
緯
詩
遺
設
考
に
、
呉
越
一
本
秋
谷
一

?と、
后
税
、
共
母
ム
口
氏
之
女
、
一
会
刻
、
食
一
一
帝
mmハ
一
克
妃
ゆ
年
少
末
卒
。
出
一
一
務
於
野
づ
見
二
大
人
跡
心
部
叡
ν
之
、
中
心
欽
然
喜
一
一
共

形
像
づ
図
ν
履
市
践
ν
之
身
動
、
意
若
ν
怨
ニ
入
所
一
レ
成
、
後
妊
娠
。
恐
ν
被
一
一
淫
供
之
納
づ
途
祭
斑
以
求
、
詰
無
ν
子
。
履
一
一
天
帝

之
跡
づ
天
猶
ν
令
ν
有
ν
之
。
美
似
怪
稲
葉
一
一
子
陀
狭
之
巷
「
牛
馬
過
者
.
昨
日
が
而
漣
ν
之。

と
あ
る
を
引
く
。
限
氏
に
擦
れ
ば
、
日
記
れ
韓
詩
の
設
な

b
。
若
し
然
ら
ば
、
今
文
家
、
或
は
有
夫
戚
生
の
設
あ
b
し
か
、

或
は
馬
法
の
帝
繋
知
子
)
別
ひ
し
の
類
か
。
調
停
の
説
子
一
一
潟
す
も
の
に
、
又
郊
康
成
あ
b
。
そ
の
駁
異
義
に
「
誇
ニ
一
一
ロ
戚
生
得
ν

ーし

Z
4

知県

ν
父
、
有
ν
父
則
不
ニ
戚
生
心
此
皆
偏
見
之
談
也

OLmw?と
て
有
父
戚
生
の
可
能
な
る
を
説
く
。
馬
一
蹴
・
王
粛
以
来
、
亦
各
々

そ

の

奉

ず

る

所

主

ぜ

し

め

ん

と

し

て

諸

種

の

議

論

あ

れ

ど

、

主

話

器

藤

長

立

今

、

乙

れ

が

検

討

の

き

認
め
ず
。
吾
人
は
出
来
得
る
限

b
詩
そ
の
も
の
の
み
に
依
b
て
之
れ
を
考
究
せ
ん
と
す
る
も
の
な
れ
ば
玄

b
。

何
故
に
五
日
人
は
可
能
な
る
限

b
詩
の
一
不
す
mm
の
み
に
擦
b
て
考
察
せ
ん
と
す
る
か
。
、
思
ふ
に
上
世
の
停
設
的
一
記
録
は
、

そ
の
体
設
が
文
字
を
以
て
定
着
せ
し
め
ら
れ
し
時
代
の
姿
を
一
不
す
も
の
に
し
て
、
そ
の
文
献
の
出
現
時
代
に
依
b
て
、
そ

の
侍
訟
の
内
容
に
も
小
異
あ
b
、
一
般
に
口
頭
も
て
侍
承
せ
ら
れ
た
る
一
利
話
。
停
設
は
、
文
化
の
匙
展
と
営
該
民
族
の
理

想
と
に
よ
b-
て
、
そ
の
内
容
の
不
識
不
知
の
中
に
改
越
せ
ら
れ
ゅ
く
を
常
と
す
、
ホ
I

?

の
作
品
と
し
て
侍
へ
ら
る
¥
叙

事
詩
は
紀
元
前
千
年
以
上
の
古
代
よ

b
存
在
し
た
る
形
迩
を
有
し
そ
の
神
話
誌
的
構
想
を
有
す
る
に
も
拘
ら
ず
、
文
化
の

程
度
を
一
不
す
諾
材
料
は
ギ
リ
ジ
ヤ
の
議
期
に
殆
ど
近
き
も
の
を
有
す
る
、
が
如

3
は
そ
の
一
例
な

b
o
且
つ
新
か
る
時
代
に

於
て
は

i

一
営
に
時
の
流
れ
に
依

b
て
遜
改
せ
ら
る
¥
の
み
な
ら
ず
、
叉
地
方
的
に
も
滋
形
せ
し
め
ら
る
¥
を
想
像
し
得
。

九



え

放
に
後
世
氏
等
の
停
設
、
(
民
義
の
歴
史
を
も
八
百
め
て
)
を
以
て
歴
史
を
編
纂
し
忠
実
に
雷
持
の
設
を
停
へ
ん
と
せ
ば
、
我

が
呂
本
骨
一
日
紀
に
於
け
る
如
く
、
又
(
史
書
に
は
あ
ら
ま
れ
ど
も
)
絞
の
韓
非
子
に
於
け
る
如
く
二
日
」
と
し
て
異
形
の

も
の
そ
列
梨
せ
ゴ
る
を
得
ま
る
の
己
む
無
主
に
五
ら
ん
。
今
、
支
那
上
代
に
就
き
」
て
考
ふ
る
に
郭
沫
若
の
中
関
古
代
一
枇
合

研
究
に
尽
く
、

前
代
己
有
一
一
文
字
寸
:
:
初
一
那
文
字
、
百
分
之
八
十
以
上
、
日
記
極
端
的
象
形
問
主
、
市
立
案
法
的
不
一
二
定
二
字
有
F

五
二
四
十
五
積
一
お
法
的
上
、
於
ニ
字
的
構
成
上
寸
或
倒
事
一
一
日
或
核
者
、
或
左
或
右
、
或
正
或
反
、
或
致
ん
子
令
書
、
或
一
宇
析

者
。
而
文
的
構
成
上
、
亦
或
続
行
或
直
行
、
横
行
亦
或
た
読
或
右
詩
、
第
直
是
五
花
八
円
。
可
γ
以
知
尚
道
那
時
文
字
的

庭
生
、
還
不
一
一
英
一
久
べ
文
字
選
定
乙
形
成
的
、
途
中
れ
(
関
一
一
於
此
攻
的
文
織
づ
有
士
山
者
可
ν
参
二
者
経
振
玉
氏
編
的
、
「
段
取
引
一
一
ハ

契
一
」
〉
。
跡
八

と
。
叉
尽
く
、
「
但
桜
ニ
故
、
近
考
古
撃
的
成
績
、
特
別
日
記
段
厳
守
契
的
研
究
寸
不
二
僅
必
段
以
前
的
古
物
己
経
砂
無
一
レ
可
ν
考、

迩
一
一
段
代
来
年
的
文
字
づ
都
還
在
二
格
成
的
途
中
心
」
ぺ
叫
ん
れ
と
。
然
ら
ば
則
ち
、
体
設
の
一
記
録
も
段
代
末
知
以
上
に
於
て
は
行

は
れ
ゴ
ム
リ
し
乙
と
切
か
に
し
て
、
一
而
も
時
一
系
的
に
詳
述
す
る
と
と
あ
b
し
は
、

m
思
考

E
以
て
す
れ
ば
春
秋
時
代
以
後
の
乙

と
に
は
あ
ら
ゴ
る
や
。
そ
は

3
pり
な
、
が
ら
上
速
の
如
主
見
地
を
以
て
す
れ
ば
、
人
女
鋭
、
が
帝
mmハ
の
妃
な
お
ノ
と
の
設
が
般
代
以

前
よ
3
9
あ
b
し
ゃ
一
訟
や
は
姑
く
問
は
ぎ
る
も
、
現
今
残
存
せ
る
伴
設
の
最
古
の
形
を
体
ふ
る
も
の
は
詩
な
b
。
立
つ
詩
は

そ
の
文
字
に
定
法
す
る
以
前
に
日
以
も
て
伴
承
せ
ら
れ
た
る
と
す
る
も
、
(
此
は
殆
ど
滋
貨
に
然

b
し
な
ら
ん
。
)
そ
の
性

質
上
、
散
文
的
物
一
誌
に
比
し
て
、
経
改
せ
ら
る
¥
の
災
を
変
る
之
と
少
な
か
ら
し
な
ら
ん
。
一
山
て
、
今
誇
文
献
を
参
照
し

て
、
そ
の
仰
れ
に
も
遜
ず
べ
き
¥
却
路
務
然
た
る
体
訟
の
純
系
そ
符
ん
と
す
る
は
不
可
能
に
し
て
、
仮
令
、
と
れ
を
免
し



得
た

b
と
す
る
も
、
時
に
は
無
意
味
な
る
も
の
と
な
ら
ん
。
故
に
五
日
入
は
、
出
来
符
る
限

b
に
於
て
、
政
家
の
訟
に
惑
さ

れ
ず
、
他
の
文
献
に
依
る
乙
と
無
く
、
詩
そ
の
も
の
に
却
し
て
.
そ
の
一
不
す
惇
設
の
内
容
、
及
び
そ
れ
よ

b
考
へ
符
ベ
き

枇
令
紋
態
を
お
付
取
せ
ん
と
試

U
る
な

b
o

按
ず
る
比
一
夫
似
有
夫
無
夫
の
設
は
繋
b
て
「
同
級
常
武
敏
改
」
の
一
勾
に
存
す
。
廷
に
「

J

好
}
の
解
如
何
に
存
す

0
2
v
一を

以
て
毛
伴
は
高
半
氏
の
帝
な
'
り
と
し
、
郊
婆
は
「
帝
、
上
k
w
也

G

」
と
ヰ
一
一
日
ム
。
川
心
ム

K
鄭
玄
は
韓
詩
の
設
を
用
ひ
し
な
ら

ん
。
市
て
、
孔
疏
毛
停
を
稼
し
て
ぼ
く
、
「
蓋
以
ド
二
本
卒
立
、
皆
一
一
一
一
口
一
一
上
帝
寸
此
溺
ニ
一
一
日
立
ぜ
不
ι
レ
一
一
一
一
グ
上
、
枚
以
怨
二
高
半
氏
帝
一

也
。
ー
一
と
。
然
れ
ど
も
、
得
減
/
凶
ん
円
山
総
代
、

赫
赫
尖
鋭
、
共
徳
不
ν
回
、
上
帝
白
石
依
、
無
ν
災加盟…
ν
害
、
減
月
不
ν
濯
、
是
生
二
后
桜
や

と
あ
b
o
此
は
生
内
応
策
と
同
一
事
寅
を
市
も
相
似
た
る
一
一
一
一
口
茶
を
以
て
述
べ
た
る
、
が
、
明
か
に
「
上
官
是
依
」

L
c
二一一一口ふ。旦

つ
詩
に
「
帝
」
と
一
一
一
一
日
へ
る
例
は
常
に
「
上
帝
」
を
指
し
て
「
王
」
乞
意
味
せ
ず
。
例
せ
ば
、
大
雅
文
王
篇
代
、
「
文
王
在
ν

上
、
於
昭
二
子
天
寸
問
川
雄
二
護
邦
ス
ム
ハ
命
維
新
、
・
一
旬
局
不
ν
様
、
か
市
命
不
ν
時
、
文
王
砂
降
、
在
二
人
恰
左
右
ご
又
皇
失
絡
に
、
「
維

此
王
季
、
帝
皮
ニ
共
心
寸
:
:
帝
謂
ニ
文
王
ブ
:
・
:
」
と
あ
る
の
等
は
皆
上
帝
と
せ
ゴ
れ
ば
通
せ
ず
、
荷
も
孔
疏
の
如
く
一

第
の
中
に
、
「
帝
」
と
「
上
帝
ー
一
と
一
期
存
す
る
時
、
「
帝
」
は
玉
、
乞
指
す
と
一
一
一
一
口
は
ど
、
文
王
第
に
「
上
帝
一
段
命
。
」
白
玉
突
篇
に

「
虫
干
一
突
上
帝
、
臨
ν
下
有
ν
赫
;
:
上
帝
過
日
ν
之
。
」
等
あ
る
の
故
一
代
上
引
の
帝
も
亦
「
王
」
と
忽
す
か
。
若
し
然
ら
ば
、
「
帝
」

と
文
玉
・
王
季
等
の
関
係
を
如
何
に
す
べ
き
か
。
生
氏
篇
「
庭
ニ
帝
武
敏
一
一
波
」
の
帝
は
「
上
帝
」
な
る
乙
と
明
か
な

b
o

次
代
「
武
」
を
「
涼
一
」
と
す
る
は
、
異
説
無
主
、
が
如
込
」
」
も
‘
「
欽
」
の
解
、
毛
・
鄭
そ
の
訟
を
異
に
す
。
毛
は
「
敏
、
疾

也
。
終
ν
事
審
敏
也
。
」
と
一
一
一
一
口
ひ
、
鄭
は
、
「
敏

i

持
也
」
と
一
一
一
一
ロ
ム
。
爾
雅
懇
到
に
「
履
一
一
常
武
敏
づ
式
、
連
也
、
武
持
也
。
」
と

九



九
四

一
一
一
一
回
以
郷
婆
に
同
じ
。
而
て
孫
炎
・
郭
球
〈
並
に
一
一
一
一
ロ
ム
「
持
遠
大
指
慮
。
」
と
。
錫
婆
に
「
恋
ニ
郊
藤
一
之
時
、
時
期
有
二
大

一
神
之
述
ゴ
安
坂
履
ν
之
.
足
不
ν
能
ν
潟
、
履
一
一
共
持
指
之
屍
ご
と
あ
る
と
同
意
な
き
。
然
る
に
又
、
爾
雅
腕
伴
文
所
引
の
合
人

本
に
は
、
「
敏
」
を
「
畝
」
に
作
b
、
一
向
て
務
代
一
一
一
一
ロ
ム
‘
「
古
者
美
娠
麗
ニ
天
帝
之
述
、
於
吠
畝
之
中
づ
市
生
ニ
后
稜
ご
と
。

巧
持
一
段
一
日
同
一
刊
誌
探
鉱
段
玉
裁
?
、
反
者
持
之
般
借
字
。
産
設
局
一
耳
目
、
故
車
合
人
本
作
弘
、
定

借
字
也

J
m
m一
一
鳴
と
。
而
て
荘
善
雄
の
毛
詩
孜
設
は
、
税
問
持
制
枠
訓
及
び
合
人
本
の
文
を
引
き
て
、
「
是
合
人
本
、
チ
伊

有
二
欽
持
也
三
宇
一
夫
。

h

一
成
郭
本
以
二
郷
婆
一
説
入
ニ
務
訓
文
一
耳
0
1

一
T
竺
一
一
一
ロ
ム
。
今
接
ず
る
に
史
認
局
本
紀
に
「
美
似
出
ν
野
、

見
二
五
人
迩
寸
心
折
然
欲
ν
竣
ν
之
)
践
ν
之
而
身
動
郊
に
卒
者
、
及
ν
期
市
生
乙
葉
。
」
と
言
以
、
立
つ
、
他
事
古
代
「
述
の
持
を

践
h

U

L

K

一
一
一
日
へ
る
も
の
見
常
ら
ず
、
叉
毛
停
に
「
敏
、
持
也
」
と
の
今
本
一
溺
雅
の
鮮
や
}
沼
ひ
ぎ
る
よ

b
推
す
に
、
荘
設
日
疋

な
る
べ
し
。
市
て
、
「
敏
」
の
解
、
毛
停
に
従
ム
時
は
、
詩
義
良
然
に
あ
ら
ず
、
恐
ら
く
は
合
人
本
「
畝
」
に
作
る
を
以
℃

五
と
す
べ
主
な
ら
ん
。
毛
誌
は
多
く
般
借
字
を
用
ム
'
。
馬
瑞
反
日
く
、
「
史
一
記
一
去
、
九
女
坂
出
ν
野
。
期
合
人
ニ
一
一
グ
辰
一
一
跡
於
吠

政
一
者
、
義
或
有
与
問
一
一
作
乙
欲
作
ν
持
、
皆
川
ほ
借
字
心
鄭
及
一
一
孫
郭
づ
皆
以
一
一
武
掠
穏
遮
義
近
寸
故
途
以
一
一
抹
指
一
程
ν
之
一
斗
。
」

腕
一
倒
的
と
。
共
の
設
是
ー
な
る
べ
し
。

第
三
代
、
「
散
し
の
ん
子
を
以
て
、
「
躍
~
恰
武
敏
」
と
「
依
介
依
正
」
と
の
阿
れ
の
匂
に
混
せ
し
な
可
込
」
」
か
の
問
題
あ
b
o

胡
承
咲
の
毛
詩
後
婆
に
臼
く
、

一
水
政
案
財
雅
以
ニ
敏
宇
一
絶
〈
句
。
観
ニ
毛
伴
一
以
一
段
川
ν
一
幸
一
砕
敏
也
「
結
二
上
旬
サ
下
乃
以
一
一
寸
法
饗
、
介
大
一
連
絡
。
日
石
匂
議
奥
ニ

爾
雅
一
向
。
斜
解
雄
二
輿
ν
毛
異
づ
然
主
(
云
ド
詑
ニ
郊
藤
一
之
時
、
時
期
有
一
一
大
林
之
迩
寸
法
去
嫁
履
ν
之
、
足
不
ν
詑
札
制
、
履
一
一
共

持
指
之
彪
寸
心
股
欽
散
然
、
共
左
右
所
一
一
止
住
ブ
如
二
匂
二
人
選
戚
ν
己
者
一
世
上
、
刻
亦
以
二
敏
宇
一
絶
ν
句
。
輿
ν
毛
不
ν
具。



位
王
泡
注
一
一
統
騒
綬
づ
引
ν
詩
以
二
浪
宇
一
絶
〆
句
。
総
記
祭
訟
疏
裁
=
一
一
土
煎
難
ニ
鄭
義
ヱ
ル
引
F

詩
履
一
一
帝
武
敏
}
故
上
耳
。
油
相
古

"
編
日
、
剣
先
訓
ν
介
怨
一
一
左
右
づ
滞
納
悩
ν
之
一
子
心
怯
永
一
水
然
づ
明
以
二
一
法
宇
一
底
一
一
下
勾
心
惟
儀
戯
喪
服
注
、
引
こ
此
詩
一
於
ニ

武
宇
一
絶
ν
旬
。
局
総
支
疏
引
ν
此
亦
然
。
立
郷
注
ν
雄
、
未
ν
達
一
一
詩
義
づ
後
釜
ν
詩
方
改
ニ
共
匂
一
議
欺
。
五
二
支
疏
所
一
ν

引、

別
奨
ニ
錦
之
総
注
一
耳
。

と
υ

浪
速
耀
の
毛
詩
考
龍
、
保
灸
の
詩
毛
氏
市
内
疏
は
並
代
、
「
一
双
」
を
「
依
介
依
止
」
に
底
せ
し
め
、
立
つ
「
依
介
」
の

依
を
以
て
街
潟
と
匁
す
。
今
、
阪
砕
源
の
蒋
古
編
及
び
州
朗
氏
の
設
に
接
b
て
按
ず
る
に
、
「
一
次
ー
一
を
上
旬
に
底
せ
し
な
る

は
、
三
家
の
説
、
下
勾
に
屈
せ
し
な
る
は
毛
詩
の
設
な
る
、
が
如
し
。
そ
の
故
は
王
逸
の
楚
鮮
に
注
す
る
や
韓
詩
の
設
を
用

ム
る
乙
と
多
く
、
郷
氏
の
路
一
注
亦
緯
詩
を
用
ひ
し
に
、
雨
者
等
し
く
、
「
散
」
を
上
回
仰
せ
し
め
、
而
て
郊
の
毛
代
筆
す
る

や
、
走
れ
に
従
以
て
下
底
せ
し
め
し
と
忍
は
る
れ
ば
な

b
o
思
ム
に
毛
詩
日
延
な
ら
ん
。
抜
て
「
欽
」
は
何
と
訓
ず
べ
き

や
。
毛
州
知
及
び
朱
伴
枇
一
す
そ
の
解
呉
る
も
、
五
日
人
は
斜
玄
の
「
身
位
決
敢
然
」
と
一
一
一
一
口
へ
る
、
設
に
史
認
に
「
心
折
然
」
と
ニ
一
一
日

へ
る
を
取
る
。
市
て
馬
氏
の
侍
婆
遇
制
梓
「
依
介
」
の
「
介
」
を
移
し
て
妊
婦
別
居
の
事
と
忽
す
。
そ
の
設
是
な
る
べ
し
。

抜
て
以
上
述
べ
来
b
し
所
を
要
約
し
、
吾
入
の
見
解
を
迷
ぶ
れ
ば
、
妥
奴
‘
野
に
出
で
て
天
帝
の
跡
中
乞
践
み
、
析
然
た

る
あ
b
し
な
ら
ん
。
市
て
忠
ふ
に
妥
奴
有
夫
の
設
を
怨
す
も
の
は
、
怪
力
紘
一
附
を
一
一
詰
ら
ぎ
る
儒
教
思
想
よ

b
出
で
し
な
る

べ
し
。
現
今
の
考
を
以
て
す
れ
ば
、
勿
論
・
一
旬
夫
な

b
し
な
る
べ
さ
も
、
そ
は
必
ず
し
も
帝
朗
容
な
る
を
婆
せ
ず
、
且
つ
詩
の

一
不
す
限

b
に
於
て
は
有
夫
の
設
を
怨
す
べ
か
ら
ず
。
上
代
未
開
の
時
代
に
於
て
は
、
人
知
を
以
て
解
す
べ
か
ら
ぎ
る
あ
ら

ゆ
る
も
の
に
紳
秘
戚
を
抱
き
、
逆
に
掌
忠
一
周
す
る
も
の
に
は
必
ず
一
締
泌
的
な
る
事
項
を
附
加
す
。
偉
人
生
誕
に
関
す
る
一
神
秘

的
説
話
は
溺

b
芸
綴
停
設
の
み
に
は
あ
ら
ず
。
洋
の
東
西
も
時
の
古
今
を
簡
は
ず
‘
未
開
入
の
問
に
於
て
は
一
般
に
存

九
五



九
六

す
。
生
同
氏
の
詩
の
後
生
時
代
に
於
て
、
芸
綴
加
熱
夫
生
子
を
信
ぜ
し
は
可
能
な
ら
。
後
世
、
向
学
者
的
偏
見
を
以

J

し
、
停
設
を

史
実
と
誤
認
し
、
営
時
の
思
想
を
以
て
日
疋
れ
が
令
理
的
解
務
テ
一
求
め
、
持
設
の
一
不
す
異
の
枇
合
同
相
を
波
却
し
去
れ
る
如

し
。
立

2
一
茨
城
を
以
て
帝
容
の
妃
と
し
、
十
発
・
契
を
も
亦
常
務
パ
の
子
と
す
る
乙
と
に
依

b
、
諸
惇
説
、
否
、
儒
家
の
史
実

を
信
じ
来
ム
リ
し
経
停
の
事
賞
相
互
間
に
年
代
的
錯
誤
を
生
じ
、
此
の
錯
誤
を
令
理
的
に
解
決
せ
ん
匁
め
に
積
々
の
設
を
会

す
。
活
儒
に
至
る
ま
で
治
々
、
と
し
て
走
れ
な

b
Q
一
敗
錫
備
の
「
此
妄
誕
之
設
、
不
ν
可
ν
一
一
伝
、
難
ν
然
詩
義
未
ν
能
二
誌
コ
!
一

締
本
と
一
一
一
一
口
ひ
た
る
は
、
山
内
一
訟
と
歴
史
と
の
本
質
を
考
へ
ず
し
て
、
唯
文
献
え
ず
り
営
持
の
思
想
を
以
て
遜
ぜ
ん
と
し
た
る

に
依
る
も
、
命
ほ
山
設
以
て
合
同
通
を
求
む
る
者
に
勝
る
乙
と
高
々
。
市

τ馬
鴻
反
は
芸
娠
は
~
常
的
特
の
妃
に
あ
ら
ゴ
る
を
論

澄
し
、
立
つ
日
く
、

古一一一一口一一履
ν
跡
生
一
者
三

Q

一
免
一
一
伏
表
ゆ
;
:
・
一
銭
ニ
帝
嬰
ハ
ア
:
:
人
口
二
后
桜
一
市
ゑ
ら
一
o
又
言
一
一
存
ν
卵
生
一
者
二
二
怨
ν
契。

・
一
魚
一
一
大
業
ア
:
・
世
代
荒
法
、
一
茶
漠
問
己
英
ν
可
ν
考
。
役
周
之
誠
二
庇
虞
づ
猶
一
一
二
案
決
之
視
二
府
初
心
笠
間
川
淵
后
夜

以
上
、
克
錐
…
ν
可
ν
推
。
惟
知
ド
后
稜
母
急
ニ
妥
嫁
づ
相
伴
怨
ψ

無
ν
夫
日
紘
一
一
大
人
跡
一
市
生
上
、
叉
国
一
一
后
桜
名
一
レ
一
鴨
川
、
途
作
ν
詩
以

一

利

一

一

共

事

一

五

・

。

銃

一

耕

一

'

と
。
先
づ
以
て
篤
論
と
ゑ
す
べ
し
。
位
、
詩
人
が
之
れ
を
一
仰
に
せ
ん
と
し
て
詠
じ
た

b
と
忽
せ
る
は
、
後
世
の
作
誌
を
以

て
上
代
を
断
じ
た
る
も
の
に
し
て
、
非
な

b
o
詩
人
の
考
の
み
乞
以
て
、
之
れ
を
一
別
に
す
る
は
得
て
免
す
べ
け
ん
や
。

扱
て
‘
然
ら
ば
、
大
王
以
後
の
子
孫
は
皆
父
母
の
名
を
伴
へ
ら
れ
た
る
に
何
故
、
后
稜
は
そ
の
母
の
み
乞
停
へ
た
る

か
。
症
子
、
盗
防
総
に
、

古
者
府
内
蹴
多
而
人
民
少
、
一
刑
法
之
位
、
臥
別
居
ん
γ

、
起
別
子
々
、
民
知
一
一
立
(
母
づ
不
ν
知
二
笠
(
父
4



と
一
一
一
一
間
以
、
日
氏
春
秋
持
穴
覧
に
、

昔
太
古
色
同
組
…
ν
芳
失
。
北
(
民
茨
生
群
府
知
ν
母
不
ν
知
ν
父
、
知
県
ニ
親
成
兄
弟
犬
対
男
女
之
別
づ
無
一
一
上
下
長
幼
之
道
サ

と
は
畑
山
像
設
な
る
べ
け
れ
ど
、
班
論
的
に
は
正
常
な

D
o
前
世
紀
以
来
、
古
代
史
又
は
枇
合
後
達
史
乞
研
究
す
る

諮
問
中
者
の
努
力
、
殊
に
米
関
の
リ
ユ
ヰ
・
モ

Y

ガ
ン
〔

H
E妥
当
・

M
T
d
p
Z
〕
の
努
力
は
、
古
代
枇
命
日
組
織
を
間
明
し
、
嘉
子
e

呂

箆
の
所
一
一
一
一
口
を
科
向
学
的
に
立
詮
し
た

b
o
彼
は
そ
の
剖
期
的
名
著
「
古
代
枇
合
」
〔
旨
戸
説
。
一
2Hけ託。。一。ご
U

S

M

W
の

V
5
5
7
2
7
4
}
5

M
L
5
0
2
H
C
E
g
p
oぬ
2
2
凡さ
g
a
p
d
r
m
G〆
江
戸
吋

ocmr〕

w
s
e
Z
1
5
u
ざ
の
守
口
一
三
一

3
・
〕
(
ト
臥
勺
J

)

に
於
て
、

プ
ラ
ン

r

人
類
の
終
段
は
;
:
・
経
怒
と
い
ム
誌
を
そ
の
科
同
学
的
な
意
味
で
用
ふ
れ
ば
、
政
府
の
二
つ
の
形
態
を
後
迭
さ
せ
た
る
に

ゼ

ン

ヅ

フ

ラ

ト

リ

ツ

ラ

過
ぎ
ぬ
。
此
の
雨
者
は
明
確
に
し
て
脱
系
的
な
枇
合
組
織
で
あ
っ
て
、
第
一
の
最
も
古
い
も
の
は
氏
族
、
部
族
及
び
種

イ
プ族

に
基
づ
け
る
一
枇
合
的
組
織
で
あ
っ
た
。
第
二
の
時
代
的
に
最
も
新
ら
し
い
も
の
は
、
領
士
と
財
産
と
に
基
づ
け
る
政

治
的
組
織
で
あ
っ
た
。
第
一
の
形
態
の
下
に
は
氏
族
枇
舎
が
作
ら
れ
、
そ
こ
で
は
政
府
、
が
氏
族
や
種
族
に
訴
す
る
彼
等

の
関
係
を
遇
、
じ
て
偶
人
と
関
税
す
る
の
で
、
乙
の
間
関
係
は
全
然
個
人
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
第
二
の
形
態
の
下
で
は
、

そ
こ
ぞ
は
政
府
、
が
領
土
、
印
ち
町
、
都
、
及
び
州
に
封
す
る
彼
等
の
関
係
堂
一
連
じ
て
儲

と一一一一口ム。

s

政
治
的
批
舎
が
組
織
せ
ら
れ
、

，
人
と
関
聯
す
る
の
で
、
乙
の
関
係
は
全
然
飯
士
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
乙
の
二
形
態
は
桜
本
的
に
相
達
し
て
ゐ
た
。

は
古
代
一
位
舎
に
底
し
、
そ
し
て
他
は
近
代
枇
舎
に
践
す
る
。
敵
地
側
敗
湖
沼
一
比
一
品
.
技
場

と
一
一
一
一
明
ぴ
、
更
に
此
の
二
形
態
の
後
遺
を
人
種
誌
的
に
歴
史
的
に
、
会
第
に
於
て
評
論
す
。

市
て
そ
の
中
心
を
怨
す
も
の

は
、
.
文
化
後
肢
の
段
階
の
区
分
と
、
之
れ
に
准
ず
る
結
婚
形
態
の
泌
氏
展
の
相
関
に
あ
b
o
市
て
此
慮
に
は
文
化
後
遠
の
段

階
は
之
れ
を
省
略
し
、
唯
結
婚
形
態
の
縫
還
と
、
之
れ
に
感
ず
る
政
府
の
形
態
及
び
文
化
の
段
階
の
必
要
な
る
も
の
の
み

'
匂
ヒ

-

ノ

-



'
L
.

、、
ーベ
J
ノ
一
，
ノ
'

や
)
路
逃
せ
ん
。
理
論
的
に
第
一
に
存
在
す
べ
き
は
同
一
一
対
系
の
下
に
あ
る
一
切
の
男
女
が
昌
然
的
に
配
偶
者
と
な
る
所
謡

無
規
律
性
交
な
れ
ど
、
此
は
現
存
の
如
何
な
る
種
族
の
間
代
於
て
も
援
に
認
む
る
能
は
ず
。
第
二
段
階
は
、
世
代
に
依
λ
ジ

て
匹
分
せ
ら
れ
た
る
結
婚
。
郎
ち
輩
行
を
出
じ
く
す
る
凡
て
の
男
女
子
」
以
て
結
婚
群
を
錯
し
、
唯
、
組
先
と
子
孫
、
裁
と

子
と
一
一
一
ロ
ム
世
代
そ
異
に
す
る
も
の
が
一
世
代
の
結
婚
群
よ

b
除
外
せ
ら
る
。
市
て
此
の
形
態
も
亦
墜
史
上
に
も
人
種
誌
上

に
も
残
存
せ
ぎ
れ
ど
、
そ
の
名
残
と
見
る
に
あ
ら
さ
れ
ば
設
明
す
る
能
は
ぎ
る
結
婚
形
態
は
今
均
残
存
す
。
第
三
に
は
宇

血
族
結
婚
。
〔
勺

H
E
r
s
-
5と
〕
乙
ほ
モ

Y

ガ
ン
の
最
大
後
見
に
し
て
、
肉
身
の
(
邸
ち
母
方
の
)
兄
弟
姉
妹
を
性
交
よ

b
除
外
す
。
此
の
形
怒
に
於
て
は
、
父
は
そ
の
兄
弟
の
子
を
も
、
母
は
そ
の
姉
妹
の
子
宮
も
息
子
又
は
娘
と
呼
び
、
父
及

び
そ
の
兄
弟
の
子
、
母
及
び
そ
の
姉
妹
の
子
は
、
相
互
間
に
於
て
は
兄
弟
姉
妹
と
呼
ぴ
令
ム
。
叉
父
は
そ
の
姉
妹
の
子

を
、
母
は
そ
の
兄
弟
の
子
子
一
、
甥
・
姪
と
呼
ぴ
、
父
の
姉
妹
の
子
、
母
の
兄
弟
の
子
は
相
互
間
に
従
兄
弟
従
姉
妹
と
呼
ぴ

母
の
姉
妹
の
夫
を
も
件
は
乙
れ
を
夫
と
呼
ぴ
、
父
の
兄
弟
の
妻
子
}
も
父
は
乙
れ
を
妻
と
呼
、
ぶ
。
乙
は
後
世

A
口
ふ
。
加
之
，

に
所
訪
氏
族
テ
一
異
に
す
る
間
柄
の
兄
弟
姉
妹
の
群
婚
に
依
る
も
の
な

b
。
か
く
し
て
狭
義
の
氏
族
制
度
は
期
か
る
紋
態
よ

b
後
達
、
せ
る
も
の
と
考
へ
ら
る
o
M
恥
削
除
ハ
一
凶
敗
訴
訟
以
上
の
如
き
結
婚
の
諸
態
に
於
て
は
、
営
然
系
統
は
き
々
に
よ

b

て
の
み
政
へ
ら
る
¥
も
の
に
し
て
、
所
諮
母
系
中
心
の
一
位
舎
な

b
o
市
て
政
治
的
批
人
留
に
釣
立
す
る
か
¥
る
氏
族
一
位
舎

(
炭
義
の
)
に
於
て
は
一
氏
族
に
、
そ
の
み
十
一
日
只
よ

b
成
る
評
議
合
あ
b
、
評
議
会
よ

b
一
人
の
合
長
を
選
し
、
氏
族
会
憾
の

事
務
を
管
沼
せ
し
め
戦
争
の
時
に
は
、
更
に
一
人
の
臨
時
の
軍
長
を
選
出
す
。
更
に
致
氏
族
令
し
て
一
部
族
と
な

b
、
数

部
族
会
し
て
一
極
族
と
な

b
、
致
種
族
令
し
て
一
大
応
援
と
な
る
も
、
そ
の
組
織
は
殆
ど
同
じ
。
児
休
刊
的
に
は
第
四
に
位

す
る
鎖
倒
結
婚
の
或
る
程
度
の
関
係
は
、
一
段
に
集
関
結
婚
又
は
そ
れ
以
前
代
主
へ
汗
在
せ

b
o
夫
は
多
く
の
妻
の
中
、



人
の
正
実
を
持
ち
、
十
川
℃
彼
の
女
に
は
、
他
の
犬
の
中
、
最
も
主
た
る
夫
た

b
o
か
¥
る
習
慣
的
卦
偶
関
係
は
、
市
ヤ
血
族

結
婚
、
が
、
後
日
以
し
、
遂
に
傍
係
の
兄
弟
姉
妹
、
印
ち
五
日
人
の
諾
k
以
て
す
れ
ば
、
兄
弟
姉
妹
の
子
、
孫
、
竹
孫
の
問
に
さ

へ
も
婚
制
禁
止
が
行
は
る
¥
に
至

b
、
狭
義
の
氏
族
制
、
が
後
達
す
れ
ば
す
る
程
‘
叉
、
今
や
互
に
結
婚
す
る
営
得
ゴ
る
に

至
。
し
兄
弟
姉
妹
の
階
級
の
人
数
、
が
増
加
す
れ
ば
す
る
程
盆
ー
確
立
せ
ら
れ
た

b
。
然
れ
ど
も
此
の
段
階
に
於
て
は
未
だ

所
誠
一
夫
一
知
制
、
人
瓶
、
が
今
日
ま
で
に
後
述
せ
し
め
し
最
後
の
形
態
は
存
せ
ざ

b
3
0
然
る
に
、
人
類
が
家
奈
の
州
側
一
一
交

を
知
b
、
一
品
川
群
の
飼
殖
が
、
必
姿
以
上
の
宮
を
生
み
出
す
に
主

b
、
7

て
の
宮
、
が
一
家
族
の
な
的
所
有
に
移
る
や
否
や
、
針

他
婚
及
び
母
椛
的
氏
族
を
基
礎
と
す
る
枇
合
に
封
し
一
大
打
撃
を
加
へ
た

b
o
営
時
家
族
内
の
介
業
に
従
へ
ば
、
食
料
の

生
産
並
に
こ
れ
に
必
要
な
る
努
助
手
段
の
生
産
は
夫
に
路
し
、
従
ひ
て
叉
、
後
者
の
所
有
様
も
彼
に
蹄
し
た
P
9
0

離
婚
の

場
合
、
妻
、
が
そ
の
家
具
を
留
保
し
た
る
如
く
‘
彼
は
そ
れ
を
携
へ
去
れ

b
o
市
て
同
じ
枇
舎
の
慣
習
に
依
れ
ば
、
彼
の
子

供
は
彼
よ

b
相

rね
す
る
を
符
ざ
b
b」
」
。
然
る
に
宮
の
増
大
と
、
一
方
家
族
に
於
て
男
子
、
が
女
子
よ

b
も
重
要
な
る
地
位
を

得
る
に
五
、
台
、
他
方
、
乙
の
強
大
と
な

b
し
地
伎
を
利
用
し
、
在
来
の
相
総
順
位
を
廃
棄
し
、
男
系
に
依
b
て
財
産
を
子
孫

に
侍
へ
ん
と
す
る
に
五

b
、
此
慮
に
女
系
制
枇
舎
は
男
系
制
に
制
作
換
し
だ

b
o
此
の
傾
向
は
農
業
の
後
切
と
俊
一
遂
と
に
依

b
盆
]
強
化
せ
ら
れ
、
家
長
た
る
男
子
は
途
に
そ
の
財
産
と
共
に
妻
を
も
己
の
支
配
下
に
在
主
、
此
慮
に
一
夫
一
婦
制
は

生
じ
た

b
o
市
て
そ
の
初
期
に
於
て
は
、
又
、
後
に
於
て
も
mm
謂
有
産
者
有
格
者
に
取

b
て
は
、
そ
は
妻
よ
b
見
た
る

時
の
一
夫
制
な

b
込」」

O

か
く
て
又
一
方
氏
族
一
位
舎
は
男
性
の
接
一
段
、
忍
有
財
産
の
地
以
遠
と
共
に
、
崩
壊
し

Jag-}

、
政
治
的
一
位

舎
ど
形
成
す
る
に
至
れ

b
a
而
し
後
者
の
確
立
は
銭
器
の
愛
拐
に
依
る
農
業
の
後
遺
以
後
に
屈
す

Q

叫
ん
心
判
明
齢
、
比
一
し
い
ザ
げ

グ
ル
ス
〔
河
口
句
。
同
国
〕
の
「
家
旋
、
私
有
財
産
比
び
凶
家
の
起
源
L

〔ロ

z
d
g
M河
口
ロ
加
島

2
可
芸
品
出
♂
門
戸

g
M
M
ユg
t
f
o
p
g
E田
口

E
L
S
∞
g
z・H
∞∞鼎〕

に
依
れ
り
。
西
雅
雄
諜
岩
波
文
麿
本
あ
り

o
O
紙
数
の
都
合
に
て
充
分
了
解
し
得
る
ま
で
に
迷
ぷ
る
を
得
ず
。
上
掲
二
番
を
参
照
せ
ら
れ
た
し
。

九
九



一C
C

寄
人
は
右
の
理
論
を
以
て
直
ち
に
支
那
上
代
を
断
ぜ
ん
と
す
る
も
の
に
は
あ
ら
ず
、
唯
人
類
一
政
舎
は
そ
の
古
代
に
於
て

は
母
系
中
心
な
b
し
を
察
す
れ
ば
足
る
。
一
丹
ぴ
本
問
題
に
立
ち
諒
ら
て
考
ム
る
に
、
少
く
と
も
‘
生
氏
篇
の
後
生
し
た
る

程
遠
か
ら
ぎ
る
時
代
ま
で
、
母
系
中
心
の
一
位
含
存
し
た
る
を
思
は
し
な
。
郭
沫
若
の
中
関
古
代
一
位
合
研
究
に
は
、
金
石
墜

的
研
究
の
結
果
、
段
代
に
於
て
は
、
そ
の
末
期
に
、
未
だ
宇
血
族
結
婚
の
枇
命
日
存
し
た

b
し
乙
と
、
従
ひ
て
母
桜
中
心
な

b
し
;
ど
論
ず
。
市
て
そ
の
設
と
し
て
、
誌
を
特
別
に
祭
b
し
乙
と
。
伝
説
計
百
三
帝
王
を
「
銃
」
と
私
し

た
る
乙
と
。
峨
初
抗
日
清
句
兄
弟
相
続
の
存
在
等
を
奉
げ
た

b
。
向
ほ
な
見
を
附
加
す
れ
ば
、
後
世
の
同
姓
不
婚
の
思
想
同

輩
行
の
従
兄
弟
等
な
も
兄
弟
と
一
一
一
一
日
ひ
た
る
、
が
如
、
3
、
(
兄
治
と
弟
兄
と
を
区
別
し
た
る
は
、
よ
台
後
代
の
乙
と
な
ら
ん
亦

字
血
族
熔
乃
一
主
は
狭
義
の
氏
族
枇
舎
の
名
残
な
ら
ん
。
是
等
は
皆
母
系
中
心
枇
舎
の
遺
川
町
子
と
見
る
べ
き
現
象
な
か
。
郭
氏

は
叉
、
役
末
府
初
代
於
て
は
士
殺
制
の
存
在
し
た
る
を
論
詮
せ

b
。
(
奴
殺
制
は
家
苔
の
繁
殖
と
共
に
起
b
し
現
象
な

b
。)

是
な
以
て
推
す
に
、
同
川
初
は
母
系
中
心
の
批
合
ぞ
去
る
こ
と
未
だ
泣
か
ら
ず
、
従
び
て
一
品
交
に
於
て
は
、
母
あ
る
を
知
b

て
父
あ
る
佐
知
ら
ま
る
日
以
態
を
脱
し
て
幾
何
も
経
ゴ

b
し
も
の
と
考
へ
ら
る
。
故
代
后
稜
の
父
を
言
は
ず
し
て
そ
の
母
、

芸
似
の
み
な
一
一
一
一
日
以
、
之
を
宗
母
と
仰
ぐ
の
思
恕
は
営
然
な
ら
。
馬
路
大
可
紫
、
六
奨
を
分
奏
す
る
の
僚
に
、
「
乃
奏
ニ
夷
則
「

歌
ニ
小
呂
づ
悠
二
大
設
づ
以
享
二
先
批
ご
と
あ
b
o
鄭
注
代
、
「
先
枇
、
妥
似
也
。
」
と
一
一
一
一
日
ふ
。
先
批
が
長
似
な
る
か
否
か
は
姑
く

阿
川
は
ゴ
る
も
、
「
枇
」
と
一
一
一
一
日
へ
ば
女
性
な
、
，
夕
、
而
て
、
天
神
・
地
一
不
・
向
型
一
・
山
川
の
下
、
一
泊
先
の
上
比
一
一
一
日
へ
る
故
、
先
批
は

先
澗
よ

b
も
印
ち
叫
は
父
よ
λ

リ
も
傘
敬
せ
ら
れ
し
乙
と
あ
b
し
を
一
不
す
も
の
な
る
べ
く
、
然
ら
ば
、
乙
は
母
系
・
中
心
枇

合
の
名
残
な
る
乙
と
必
せ
よ
リ

0

叉
、
小
雅
斯
子
お
に
、
「
似
ニ
続
放
施
ご
と
。
郷
笠
「
批
、
先
批
、
一
女
川
似
版
也
。
」
と
一
一
一
日
よ
。
局

総
に
「
守
跳
奄
八
人
」
と
あ
る
頁
統
に
、
ぺ
天
子
七
版
、
通
二
美
が
一
銭
{
一
八
街
心
一
煽
一
入
、
故
八
人
。
」
と
一
一
一
一
日
ム
。
郷
・
支
雨
氏
の



説
、
亦
一
考
に
供
す
べ
し
c

市
て
か
¥
る
女
系
中
心
枇
舎
の
名
残
子
一
一
認
む
る
時
、
生
民
約
及
び
関
宮
第
に
安
川
似
の
夫
を
一
一
一
日

は
ぎ
る
{
交
際
に
於
て
そ
の
父
あ
る
を
知
ら
ゴ
b
し
と
解
せ
ら
る
べ
し
。

掠
て
、
今
、
更
に
魯
煩
悶
官
篇
子
一
放
せ
ん
。

間
宮
中
旬
〆
他
、
柄
欄
一
杭
い
伯
、
安
安
枚
枚
、
一
一
一
一
日
一
治
時
一
一
以
前
一
山
内
諸
制
ド
明
赫
赫
長
一
鋭
、
立
(
悠
ナ
ナ
問
、
上
帝
日
疋
依
、

知
県

ν
災
保
…
ν
ゆ一一向、府抑
ν
月
不
ν
濯
、
日
記
生
ニ
后
稜
寸
降
ニ
之
百
一
臓
や

「
間
宮
L

と
は
、
毛
停
に
、
「
問
問
也
。
先
批
美
奴
之

z

瓶
、
'
一
仕
ν
加
。
常
関
市
経
…
ν
事
。
」
と
一
一
一
一
日
ひ
、
斜
笠
に
「
間
一
料
品
。
芸
似

P依

、

故

廟

宇

一

宮

崎

し

と

一

一

一

三

。

品

監

理

協

議

部

品

川

昔

前

叫

ν
駐

誤

認

担

。

踏切一

myi悶
」
ヰ
ゲ
}
「

mt)
と
訓
ず
る
も
凶
耕
一
時
川
柳
作
一
「
一
利
」
と
訓
ず
る
も
、
義
互
に
通
ぜ
ん
。
唯
、
毛
・
鄭
二
家
、
関
(
口
白

を
以
て
装
似
の
廟
と
忽
せ
る
は
如
何
。
大
司
奨
の
然
性
、
亦
美
奴
の
廟
を
一
一
一
一
日
以
て
、
「
諒
一
一
之
関
宮
づ
問
一
一
一
利
之
ご
正
午
一
一
日
へ

ば
、
今
文
家
の
設
、
亦
然
る
か
。
然
れ
ど
も
、
春
秋
元
命
を
に
、

美
娠
中
遊
ニ
関
宮
正
(
地
扶
桑
、
履
一
一
大
人
跡
}
生
ν
稜
。
崎
一
日
明
服

ー
さ
一
一
一
日
へ
ば
、
「
関
宮
」
は
義
州
仰
の
廓
に
あ
ら
ゴ
る
、
が
如
し
。
旦
つ
、
詩
の
意
、

生
民
約
の
「
克
蕗
克
成
、
以
弗
ν
銀…
ν
子
」
と

考

合

せ

て

、

安

か

ら

ず

。

市

て

、

毛

侍

叉

孟

仲

子

の

「

是

篠

宮

在

J
と
一
一
一
一
ロ
へ
る
乞
引
く
。
孔
疏
は
、

波
宮
と
関
宮
と
を
合
し
て
一
と
な
し
、
「
蓋
以
下
妥
嫁
新
ニ
郊
藤
二
郎
生
中
后
稜
上
、
故
名
一
一
芸
照
之
廟
づ
免
一
一
藤
一
宮
ご
と
品
一
一
日
ふ
。

按
ず
る
に
毛
の
意
閣
官
を
妥
販
の
廟
と
怨
せ
る
と
、
孟
設
を
引
け
る
と
は
以
て
一
と
せ
る
に
は
あ
ら
ず
。
孔
疏
非
な
b
o

故
に
孫
話
一
議
日
く
「
仲
子
之
設
、
白
日
疋
別
解
、
毛
鄭
皆
不
ν
従
也
。
」
一
一
一
一
担
問
、
と
。
然
れ
ど
も
胡
承
設
の
毛
詩
後
婆
に
、

案
鄭
設
=
辰
之
藤
宮
起
こ
於
箆
秋
づ
鼠
(
凶
孔
設
一
一
面
川
之
藤
宮
起
こ
子
芸
嫁
づ
皆
非
・
也

0

・
:
:
・
然
別
藤
宮
始
一
一
子
上
古
づ
在
ニ
帝
高
辛

然
h
と
せ
ゴ
れ
ば
、

。



。

之
前
〈
~
;
:
・
見
入
又
免
ニ
委
採
一
立
ν
潟
、
却
魚
ニ
后
夫
人
記
ν
天一新
ν
子
之
官
官
五
戸
一
之
藤
宮
心

と
一
一
員
へ
る
如
く
、
藤
宮
は
卸
ち
芸
娠
の
廟
に
あ
ら
ず
と
も
、
後
世
、
掠
品
一
去
の
廓
を
媒
宮
と
私
し
た
る
乙
と
は
之
あ
る
べ

し
っ
唯
此
の
詩
の
間
宮
は
芸
娠
の
廟
に
は
あ
ら
ず
、
孟
仲
子
の
設
亦
然
'
り
と
し
た
る
も
の
な
る
べ
く
、
毛
公
之
を
存
せ
し

も
、
意
或
は
然
る
と
芯
ひ
し
な
ら
ん
。
馬
氏
の
伴
笠
通
経
に
藤
宮
を
設
当
」
て
、
「
古
有
二
神
様
之
格
づ
故
一
利
ニ
主
(
取
一
同
一
一
一
山
一

宮
づ
停
築
設
以
魚
ニ
妥
娘
一
防
止
〈
ν
之。
L

4

一
一
口
と
へ
る
は
‘
そ
の
設
日
正
な
ら
ん
。
生
氏
第
に
、
「
克
顧
克
班
、
以
弗
〆
無
ν
子
0
5

一

糊
日
前
一
一
段
説
話
丸
一
品
品
一

dor-一
一
日
へ
る
は
、
長
販
の

f
Tしを一一一一
Z
、
間
宮
信
任
問
官
有
弘
、
寛
賞
枚

枚
L

と
は
、
そ
の
新
b
し
一
利
域
の
清
粛
な
b
し
を
一
一
一
一
日
へ
る
な
る
べ
し
。
喰
此
一
庭
に
問
題
と
な
る
は
、
「
上
帝
是
依
L

の
鮮
な

b
。
毛
附
け
は
「
欽
一
一
共
子
孫
一
也
。
」
と
一
一
一
日
び
、
仰
川
護
は
「
依
一
証
(
身
一
也
。
」
1
f

」
言
ム
。
市
て
歓
陽
絡
は
「
依
詰
ν

加制也
u

諒一一

上
帝
日
一
比
一
樹
一
者
、
一
一
一
一
三
掠
抑
制
ニ
天
帝
之
露
寸
前
生
ニ
后
費
無
二
災
害
一
誠
。
」
献
本
主
一
一
一
口
ム
。
毛
訟
は
遇
ず
ぺ
か
ち
ず
、
散
問
防
氏
は

'
極
力
妄
誕
を
遊
く
る
魚
め
の
設
な
る
べ
く
、
得
て
遜
ず
べ
し
と
鋭
も
生
民
第
の
「
履
一
一
清
武
敏
一
」
と
併
せ
考
ム
る
時
、
館

設
を
以
て
是
と
す
べ
し
。

抜
て
然
ら
ば
媒
~
ー
の
と
は
何
右
や
。
阪
梨
の
詩
毛
氏
侍
琉
に
臼
く
、
「
郊
謀
部
藤
官
。
於
ν
郊
故
諒
一
一
之
郊
疎
ご
と
。
叉
日

く
、
「
周
人
以
下
情
高
半
妃
芸
鯨
立
一
一
共
廊
寸
以
免
に
版
(
け
向
上
、
故
又
諒
一
一
之
高
藤
ご
と
。
後
者
は
そ
の
説
、
賛
同
し
難
き
も
、

線
{
円
山
を
以
て
、
J

処
線
二
回
向
…
践
と
一
な
b
と
す
る
は
‘
先
傍
殆
ど
然
b
。
純
記
月
践
に
、

是
月
也
、
附
句
作
之
玄
烏
五

J

五
之
日
以
ニ
大
牢
づ
一
両
二
子
高
媒
叫
天
子
殺
柱
、
后
妃
帥
3

九
熊
御
づ
乃
縫
一
一
天
子
所
一
レ
御
、
帯
以
二

弓
絢
寸
授
以
ニ
弓
矢
づ
子
ニ
高
楳
之
前
心

y
y

し
。
ル
住
民
主
伴
の
此
れ
と
殆
ど
同
文
な
る
文
服
軍
隊
三
外
践
に
作
る
。
叉
南
原
玄
烏
の
毛
停
に
、
「
存
蛾
氏
女
‘
符
秋
、



配
一
一
一
回
向
辛
氏
K
W
4

帝
率
輿
ν
之
、
新
ニ
子
郊
藤
一
市
生
ν
契
。
」
と
一
一
一
一
口
ム
'
。
毛
俸
の
此
等
二
文
、
郊
眠
、
ピ
以
て
子
を
新
る
所
と
余
し

た
b
o
月
令
鄭
注
に
ほ
く
、
「
所
御
、
龍
一
一
今
有
ν
娠
者
4

於
ν
一
例
大
一
滅
的
ν
酒
、
欽
こ
於
一
品
楳
之
庭
づ
以
一
一
一
利
慈
一
頴
ν
之
也
。
帯
以
二

弓
総
寸
授
以
ニ
弓
矢
二
本
一
一
回
刀
之
群
}
山
旬
。
」
と
。
若
し
然
ら
ば
高
綴
も
亦
、
子
を
新
る
所
在

b
o
生
氏
鄭
婆
に
「
乃
礎
二
部
ル
上

帝
於
郊
牒
づ
以
誠
二
除
立
ハ
保
…
ν
子
之
疾
づ
市
符
こ
共
一
服
一
也
。
」
と
一
一
一
一
日
へ
ば
、
郷
玄
亦
高
践
と
郊
肢
と
そ
一
と
魚
す
。
扱
て
、
高
践

は
郊
践
に
し
て
雨
者
は
叉
践
官
、
疎
立
は
m
凶
官
な
ら
と
せ
ば
、
凶
官
は
子
を
一
腕
る
の
所
な
P
9
0

芸
娠
、
が
「
克
純
克
施
、
以
弗
ν

保…
ν
子
」
と
は
、
郵
袋
、
代
一
一
一
一
日
へ
る
如
く
凶
官
に
子
右
前

b
し
も
の
な
る
べ
く
、
列
女
体
、
呉
越
春
秋
等
に
一
一
一
一
日
へ
る
如
く
、

附
子
の
生
れ
ぎ
る
様
、
新

b
し
に
は
あ
ら
ぎ
る
な
、
，
9
3

若
し
子
ピ
布
り
し
と
せ
ば
、
芸
販
に
夫
あ

b
し
こ
と
明
か
な

b
o

然
れ
ど
も
忠
ふ
に
、
子
縦
一

3
を
誠
ひ
し
は
、
養
源
自
身
の
然
め
に
は
あ
ら
ず
し
て
、
一
般
の
怨
め
に
行
ひ
し
に
は
あ
ら
ざ

る
か
。
路
史
に
、
「
以
ニ
女
姉
-
崎
純
一
一
一
例
一
眼
ご
諒
一
?
と
あ
λ

リ
、
注
に
風
俗
片
手
ゲ
一
一
引
主
て
「
女
…
惣
勝
二
瓶
一
例
一
不
而
免
二
女
一
服
や
図

置
一
一
昏
約
づ
然
二
行
練
所
一
ν
始
。
」
一
一
と
一
一
一
一
日
ム
。
日
疋
れ
女
の
一
仰
に
仕
へ
て
婚
刺
を
司
る
も
の
あ

b
し
を
諮
る
停
設
に
し
て
、
女
践

は
叉
、
蛍
然
子
を
祈
る
を
可
る
べ
し
。
前
引
孔
疏
の
せ
一
試
娠
の
痛
を
媒
宮
と
怨
し
た
る
の
設
、
及
び
月
令
「
同
一
一
於
高
藤
ご

の
鄭
注
に
、
「
妓
氏
之
官
、
以
怨
乙
使
。
一
角
辛
氏
之
世
、
一
冗
烏
遺
ν
卵
、
妓
筒
呑
ν
之
市
生
ν
契
。
後
王
以
魚
ニ
藤
官
づ
嘉
鮮
市
立
一
一

主
(
純
一
吾
川
。
媛
ν
媒
中
一
一
グ
謀
、
科
ν
之
也
。
」
と
一
一
一
一
日
へ
る
は
、
簡
秋
・
芸
娘
、
が
嘗
て
は
女
謀
だ

b
し
名
残
を
一
不
す
も
の
に
し
て
、
郵
・
孔

二
氏
は
、
唯
、
そ
を
祭
る
藤
宮
を
の
み
知

b
し
な
る
べ
し
。
生
民
篇
に
「
以
弗
ν
鉦…
ν
子
」
の
句
、
が
「
履
一
一
帝
武
敏
こ
の
前

に
あ
る
、
叉
、
関
亙
婦
の
冒
頭
は
、
皆
芸
嫁
の
一
W
践
的
存
在
、
た

b
し
を
忠
は
し
な
。
鰍
崎
町
一
制
限
ω
綿
一
時
一
通
u
d
M
M
d
J
サ

更

に

臆
訟
を
以
て
す
れ
ば
、
芸
嫁
邸
ち
一
紳
謀
者
は
、
一
必
に
あ
ら
ゴ
る
か
。
支
那
民
族
は
ジ
ヤ
?
ニ
ズ
ム
の
圏
内
に
あ

b
て
、
上

代
よ

b
度
中
仔
す
。
市
て
上
代
母
系
中
心
枇
舎
に
於
て
は
、
女
一
必
の
位
置
盆

E

高
し
。
誠
一
銃
一
U
U
岡
市
て
上
代
に
は
忍
は
表
面

一O
三



一O
凶

上
犬
ー
な
さ
を
常
と
し
純
子
一
婚
す
る
も
の
と
信
じ
ら
れ
た
完
封
V

同
ν古
屋
は
古
代
駐
舎
に
於
て
祭
一
胞
を
弓
'
り
し
も
の
。

生
氏
・
間
宮
雨
篇
に
芸
娠
の
み
あ
ら
は
れ
て
、
男
性
の
之
れ
に
参
加
す
る
を
言
は
ぎ
る
は
、
一
必
と
し
て
の
芸
嫁
が
最
高
の

可
一
俗
芸
な
ら
し
を
一
不
す
も
の
友
る
べ
し
。
一
一
日
一
詩
情
崎
町
~
…
了
間
て
一
方
宗
教
、
と
生
殖
と
の
結
合
は
一
般
的
現
象
な

b
Q

俊
一
代
群
婚
時
代
を
離
れ
た
る
未
開
民
族
に
於
て
も
、
定
期
の
祭
践
に
於
て
、
一
切
の
性
的
開
放
を
行
ム
。
字
げ
ん
じ
日
引
殊

に
決
業
民
放
に
於
て
、
農
作
物
の
側
一
品
銭
な
ら
ん
乙
と
営
新
る
春
の
尚
一
底
的
ハ
小
、
が
、
又
、
人
の
性
的
行
怨
と
関
係
を
有
す
る
は
、

ギ
リ
ノ
ジ
ヤ
古
代
の
デ
イ
オ
ニ
シ
ユ
ヲ
ソ
ス
祭
、
我
が
図
上
代
の
筑
波
山
の
歌
垣
等
に
於
て
、
そ
の
例
子
一
見
る
。
け
駄
腕
時
間

情
。
前
引
…
尚
一
一
詑
月
令
の
文
は
、
そ
の
典
純
化
し
た
る
儀
式
そ
侍
へ
た
る
も
の
・
な
る
べ
く
、
郊
践
の
持
に
於
て
又
、
天
を
祭
る

も
の
は
、
究
は
、
一
克
奈
は
、
新
年
の
目
的
に
は
あ
ら
ゴ
b
し
か
。
生
殖
に
関
係
あ
る
郊
践
と
共
に
J

郊
に
於
て
行
は
る
¥
乙

と
は
、
?
で
の
然
る
を
忠
は
し
な
。
叉
、
府
組
問
媒
氏
に
、

中
十
本
之
月
、
令
ν
人
初
日
二
男
女
吋
於
ニ
是
時
一
也
、
奔
者
不
訟
で
若
無
ν
故
市
不
ν
用
ν
令
者
罰
ν
之
ο

と
一
一
員
へ
る
は
、
草
木
茄
ゆ
る
仲
春
の
月
に
行
は
れ
し
、
新
年
の
一
判
事
と
結
合
し
だ
る
牲
の
開
放
の
名
残
な
ら
ん

d

新
る
資

料
た
経
停
の
中
に
求
め
は
、
向
乙
れ
有
ら
ん
も
今
之
を
詳
論
す
る
の
徐
裕
無
し
。
唯
重
要
な
る
は
、
郊
践
の
祭
b
が
春
に

於
て
行
は
れ
、
旦
つ
渋
祭
と
関
係
あ
る
べ
当
」
乙
と
之
な

b
。
商
問
削
玄
烏
お
の
、
「
天
命
ニ
玄
烏
づ
降
市
生
弘
前

!7r与
え
る
、

又
節
秋
が
玄
烏
の
卵
子
二
存
み
て
契
を
生
み
し
と
の
伴
設
も
、
芸
妓
伴
設
と
類
を
同
じ
く
す
べ
く
、
長
娠
が
、
以
て
一
利
記
せ

し
も
、
毛
停
の
一
一
一
一
日
ム
如
く
泰
な

b
し
な
ら
ん
。
若
し
上
速
の
想
像
に
し
て
営
れ

b
と
せ
ば
、
山
氏
的
役
b

二川
e
b
し
妥
娘
か
ら
渋

業
の
組
た
る
后
殺
の
生
る
¥
は
蛍
然
に
し
て
、
立
つ
郊
棋
を
祭
λ

ッ
、
子
無
き
を
被
ひ
し
妥
娠
は
、
表
面
上
夫
無
主
神
山
本
一
な

る
一
必
な
る
そ
以
て
の
放
に
、
そ
の
所
生
の
子
は
、
宮
然
科
の
子
な

9
0
「
履
一
一
帝
武
敏
一
」
「
上
帝
是
依
」
と
は
、
此
の
信
仰



に
基
因
す
る
も
の
な
る
べ
し
。

以
上
に
於
て
、
寄
人
は
、
芸
娘
侍
設
は
、
女
系
中
心
の
氏
族
枇
舎
の
名
残
友
一
不
す
も
の
な
る
か
、
或
は
父
系
中
心
時
代

化
於
け
る
も
の
と
す
る
も
、
芸
娠
が
厄
な

b
し
そ
一
不
す
も
の
な
る
か
の
何
れ
か
衣
る
べ
き
」
を
考
察
し
た

b
o
市
て
、
田
思
考

を
以
て
す
れ
ば
、
恐
ら
く
は
、
母
系
中
心
…
枇
舎
に
於
け
る
、
市
も
一
期
一
と
し
て
の
存
在
の
名
残
を
一
不
す
も
の
に
あ
ら
ず
や
と

考
へ
ら
る
。
何
と
な
れ
ば
、
一
必
は
府
機
に
於
て
は
肢
に
無
校
の
官
に
し
て
、
左
侍
時
代
に
於
て
は
、
地
方
的
存
在
に
し

て
、
王
侯
の
祭
犯
に
参
血
(
せ
ぎ

b
し
放
に
、
芸
嫁
停
設
が
図
氏
伴
訟
と
し
て
形
成
せ
ら
れ
し
時
に
は
、
未
死
一
郎
一
の
地
校
の

甚
だ
し
く
特
許
せ
ゴ

b
し
時
代
な
る
べ
く
、
後
来
そ
の
面
影
が
、
改
越
せ
ら
る
¥
こ
と
無
く
伴
承
せ
ら
れ
た
る
も
の
衣
る

べ
し
と
思
考
せ
ら
る
¥
の
故
な

b
o
然
れ
ど
も
そ
は
叉
恐
ら
く
は
周
初
以
前
に
於
て
は
後
生
せ
ま

b
し
な
る
べ
し
。
以
下

后
松
山
訳
業
を
行
ひ
し
そ
一
考
す
る
乙
と
に
依
ら
そ
の
理
由
を
述
べ
ん
。

生
民
篇
の
第
四
章
以
下
の
五
章
、
並
に
問
・
守
口
篇
の
第
一
室
後
宇
に
は
后
訓
枚
、
が
、
盛
に
農
業
を
行
ひ
し
を
詠
ず
。
然
る
に
、

大
枚
綜
策
に
、

古
公
一
豊
父
、
陶
復
陶
穴
、
未
ν
有
一
一
家
室
叫

と
あ
b
。
毛
停
に
寸
陶
一
一
共
士
一
市
復
ν
之
、
陶
一
一
笑
壌
一
市
穴
ν
之
。
室
内
日
家
、
未
ν
有
一
一
寝
廟
づ
亦
未
=
一
敢
有
ニ
家
安
心
L

と。

後
儒
皆
之
れ
に
従
一
ひ
、
大
王
の
穴
居
を
一
一
一
一
日
ム
。
若
じ
然
ら
ば
恐
ら
く
は
、
農
業
空
行
ひ
し
ど
は
思
は
れ
ず
。
金
石
準
的
研

究
の
結
果
の
示
す
所
に
依
れ
ば
、
段
代
は
未
だ
農
業
の
後
達
を
見
一
J

P

J

農
業
の
後
達
を
招
来
し
、
之
れ
を
専
業
と
余
す
ど

符
じ
め
し
は
一
に
鍛
器
の
後
明
に
存
す
。
郭
沫
若
は
そ
の
中
関
古
代
一
位
合
研
究
に
於
て
、
詩
に
現
は
れ
た
る
農
耕
恭
兵
の

銭
・
銭
・
錠
が
、
金
偏
を
有
す
る
文
字
を
以
て
詑
守
口
れ
、
然
ら
ぎ
る
籍
、
が
常
に
鋭
利
を
意
味
す
る
形
容
詞
を
的
し
で
用
び

一O
五



一O
六

ら
れ
し
よ
台
、
氏
等
の
器
兵
は
、
金
属
を
以
て
作
ら
れ
し
な
ら
ん
と
想
像
し
、
更
に
、
大
雅
公
劉
第
に
「
取
〆
属
取
ν
鍛
」

と
あ
る
「
鍛
」
は
銭
を
以
て
作
ら
わ
れ
し
な
る
べ
き
を
考
設
し
、
十
郎
て
そ
の
橋
記
に
、
「
世
界
各
園
、
均
盤
…
ニ
錦
撃
或
青
錦
翠

山
内
士
4

見
一
一
わ
ぬ
ハ
ニ
ピ
…

Z
二
号
J
1
2
m
a
o
r
r
}戸

t
J
1
0
ニ
云
・
一
己
主
十
巻
第
一
一
八
葉
勺
己
兵
項
下
ご
と
一
一
一
一
口
へ

b
0
1
4
ト

一
匹
。
而
て
叉
、
そ
の
金
石
接
的
研
究
に
依
b
、
段
代
一
位
合
組
織
並
に
文
化
技
能
+
乞
想
定
し
た
る
結
果
よ

b
推
し
て
、
「
銭
的

後
見
、
紘
一
州
溜
臆
一
三
該
是
在
ニ
局
初
心
不
ν
然
那
農
業
後
達
的
原
因
、
便
無
ニ
従
設
明
づ
中
園
歴
史
上
的
一
倍
重
大
的
一
枇
合
同
滋
革
的

時
期
、
也
無
一
一
従
説
明
一
ア
。
」
誠
一
ト
一
一
と
一
一

=2。
若
し
然
ら
ば
、
后
稜
い
か
、
ニ
一
一
日
は
る
¥
如
、
3
時
代
に
於
て
、
詩
に
混
は
れ
た

る
如
き
農
耕
を
行
ひ
し
と
と
の
存
b
符
べ
か
ら
ぎ
る
や
明
か
友
P
9
0

大
雅
公
都
第
を
検
す
る
に
公
例
制
、
が
移
動
し
て
砲
の
地

に
定
着
し
た
る
を
一
一
一
一
日
ひ
、
綜
お
に
は
「
民
之
初
生
、
白
ニ
士
浪
漆
4

・
:
:
古
公
豆
文
、
:
:
:
率
一
一
同
一
水
詳
づ
五
二
子
岐
下
」
と

あ
b
o
一
一
恥
け
な
鮮
料
開

M
M
M
駅
、
け
い
じ

mzr矧
く
の
如
、
3
移
動
は
農
業
民
族
の
能
く
行
ひ
得
る
は
川
に
あ
ら
ず
c

大
王
の
如

3
は

或
は
停
ふ
る
如
く
戎
秋
の
免
め
に
迫
は
れ
し
を
以
て
止
な
を
得
ま
る
に
出
で
し
も
の
な
ら
ん
も
、
孟
子
等
に
一
一
一
一
口
ム
如
込
」
」
の

内
容
は
、
明
か
に
後
世
保
家
の
粉
飾
な

b
。
市
て
叉
、
上
代
に
於
て
は
文
明
民
族
を
減
す
も
の
は
常
に
野
窓
口
氏
族
に
し

て
、
支
那
に
於
て
は
お
初
に
至
る
ま
で
皆
然

b
。
放
に
恐
ら
く
は
、
漸
く
農
業
を
後
明
じ
た
る
肢
を
滅
ぼ
し
た
る
周
は
、
営
時

的
ほ
遊
牧
の
民
な

b
し
と
忠
は
る
。
然
ら
ば
別
ち
、
照
が
肢
の
文
化
を
完
全
に
吸
牧
し
、
且
つ
農
業
を
専
業
と
す
る
に
至
る

設
で
に
は
恐
ら
く
は
宣
王
時
代
頃
ま
で
の
年
月
を
要
し
た
る
べ
し
。
此
の
想
像
に
し
て
誤
ら
ず
と
せ
ば
、
生
民
約
は
古
く

と
も
宣
王
を
去
る
泣
か
ら
ゴ
る
頃
の
妖
態
を
俸
ふ
る
も
の
な
る
べ
し
。
市
て
営
時
に
於
て
は
一
必
(
芸
嫁
)
の
地
位
も
、
未
だ

相
常
一
高
か

b
し
な
ら
ん
。
そ
は
、
母
系
中
心
よ

b
父
系
中
心
へ
の
特
換
は
段
末
@
周
初
の
事
象
な

b
と
考
へ
ち
る
れ
ば
な

o
 

λ
ツ



新
く
考
へ
来
る
時
、
蛍
然
、
妥
掠
並
に
后
制
伎
の
究
在
せ
し
ゃ
否
や
の
問
題
に
逢
着
す
。
怒
考
を
以
て
す
れ
ば
、
此
等
の

人
物
の
原
型
は
、
或
は
何
等
か
の
形
に
於
て
・
存
在
し
た

b
し
な
ら
ん
。
部
ち
、
上
古
よ

b
周
民
族
の
中
に
伴
へ
ら
れ
し
英

援
と
し
て
か
、
段
よ

b
縦
一
水
し
た
る
伴
設
の
中
に
か
、
又
は
、
周
が
般
を
減
し
た
る
頃
の
一
勇
者
と
し
て
か
。
然
れ
ど
も

何
れ
に
せ
よ
現
在
五
回
人
に
残
ぷ
れ
し
、
氏
等
の
人
々
に
関
す
る
山
内
設
は
、
詩
の
制
作
営
時
に
於
て
は
全
く
停
設
中
の
も
の

と
化
し
去

b
し
も
の
友
る
べ
く
、
従
ひ
て
、
そ
は
何
等
か
の
事
賞
、
叉
は
侍
設
(
現
存
の
停
設
に
は
殆
ど
そ
の
原
形
を
止

め
ぎ
る
。
)
に
後
し
、
農
業
の
後
遼
と
共
に
、
徐
々
に
形
成
せ
ら
れ
て
、
現
存
の
形
を
生
み
し
も
の
な
ら
ん
。
若
し
然
ら

ば
、
所
諮
芸
源
e

后
桜
は
、
安
・
舜
時
代
の
人
物
な
〉
b
ざ
ら
し
は
勿
論
、
叉
如
何
在
る
時
代
に
於
て
も
賞
在
せ
ぎ
ら
し
も

の
な

b
と
考
へ
ら
る
。

以
上
、
所
説
委
妹
、
停
設
に
針
す
る
臆
断
、
否
寧
ろ
妄
断
を
略
迷
し
た
る
が
、
卒
業
論
文
を
終
b
て
、
未
だ
旬
日
、
研
究

の
R
Eと
熟
慮
の
時
を
宥
せ
ゴ
る
矯
め
、
旦
不
壊
の
致
す
所
、
会
く
妄
断
に
終
b
し
玄
ら
ん
。
然
れ
ど
も
、
支
那
上
代
史

、
が
、
殆
ど
体
設
と
化
し
去

b
、
経
停
上
の
み
よ

b
し
て
は
も
到
底
、
そ
の
史
賞
を
問
明
す
る
能
は
ぎ
る
今
日
、
新
か
る
考

察
も
又
、
時
に
取
b
て
は
有
数
な
る
乙
と
あ
ら
ん
と
忠
ひ
敢
て
試
み
た
る
な

b
、
市
℃
、
組
部
に
亙
長
て
は
、
今
後
、
改

む
べ
き
所
多
か
ら
ん
も
、
大
路
に
於
て
は
或
は
正
を
得
力
る
も
の
に
は
あ
ら
ぎ
る
か
と
自
惚
る
¥
も
の
な
ら
、
大
方
の
是

正
そ
乞
ふ
。

。
ーと
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